
 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

神田産業株式会社様が JICA「中小企業・SDGsビジネス支援事業」に採択されました！ 

～アフリカ・ザンビア国におけるニーズ調査事業を支援～ 
 

 

東邦銀行（頭取 佐藤 稔）は、神田産業株式会社様（本社：福島県須賀川市、代表取締役 神田 雅

彦）と連携して独立行政法人国際協力機構（以下、JICA）へ申請していたザンビア国における調査事

業について、「中小企業・SDGs ビジネス支援事業」に採択されましたのでお知らせいたします。 

本件は、福島県内初の「地域金融機関連携案件」として採択されたもので、当行はＪＩＣＡへの申請

支援を実施したとともに、今後も調査団員として本事業へ参画します。 

当行では引き続き、海外へ事業展開されるお客さまのニーズに応えるとともに、福島県経済の国際

化に貢献できるよう努めてまいります。 

 

記 

 

１．採択事業概要 

事業名称 中小企業・SDGsビジネス支援事業 ～ニーズ確認調査～ 

採択案件名 ザンビア国ハニカム段ボール製組立・移動型医療室に関するニーズ確認調査（仮） 

提案法人 神田産業株式会社 

対象国 ザンビア 

事業内容 

マラリア感染防止の防蚊対策を施し可搬性に富む神田産業株式会社の「段ボール

製医療室」を、医療機関への受診機会を失っているザンビア農村部等の妊産婦・

乳幼児に対し、マタニティハウスやヘルスポストとして提供することで、受診機

会増加を通じ保健環境の改善に貢献することを目指す。 

      

  ２．JICA「中小企業・SDGsビジネス支援事業」及び「地域金融機関連携案件」について 

企業が有する優れた技術や製品、アイデアを用いて、途上国が抱える課題の解決と、日本企業の

海外展開、ひいては日本経済の活性化も兼ねて実現することを目指すものです。 

なかでも「地域金融機関連携案件」は、地域金融機関が連携して海外展開を検討・調査すること

で、途上国の課題を解決する SDGsビジネスの実現性を高めるとともに、地域活性化に一層資するこ

とを目的としています。 

 

３．関連するＳＤＧｓ 

 

 

 

 

２０２４年１月２２日 

東邦銀行グループでは、『とうほうＳＤＧｓ宣言』を制定し、グループ

全体で地域経済の活性化や社会的課題の解決に向けた取組みを通して

“地域社会に貢献する会社へ”を目指しています。 

以 上 


